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ANPI
ANPI

病院
で

⽇常⽣活で

学校で
つうやく



通訳・翻訳有償ボランティアの □ 登 録 ・ □ 登録抹消※登録抹消の方はここまで 

１．お名前、連絡先                       ご記入日：    年   月   日 

フ リ ガ ナ  

氏   名  

郵 便 番 号  

住   所  

固 定 電 話      －   － e-mail アドレス 

携 帯 電 話      －   －  

ファックス      －   －  

２．活動いただける地域、日時  ※いずれも事前にご連絡します 

活動できる地域 
□ 居住市町村内、 □ 近隣市町村、 □ 県下全域 

移 動 手 段 □ 公共交通機関のみ  □ 自家用車、公共交通機関いずれも利用可 

活 動 で き る 

曜 日 ・ 時 間 

□ 月 09:000～12:00 □ 13:00～17:00、□ 17:00～19:00、□ その他（ : ～  ： ） 

□ 火 09:000～12:00 □ 13:00～17:00、□ 17:00～19:00、□ その他（ : ～  ： ） 

□ 水 09:000～12:00 □ 13:00～17:00、□ 17:00～19:00、□ その他（ : ～  ： ） 

□ 木 09:000～12:00 □ 13:00～17:00、□ 17:00～19:00、□ その他（ : ～  ： ） 

□ 金 09:000～12:00 □ 13:00～17:00、□ 17:00～19:00、□ その他（ : ～  ： ） 

□ 土 09:000～12:00 □ 13:00～17:00、□ 17:00～19:00、□ その他（ : ～  ： ） 

□ 日 09:000～12:00 □ 13:00～17:00、□ 17:00～19:00、□ その他（ : ～  ： ） 

３．登録言語 

言語①、レベル 

検定等のスコア 

（         語）   □ レベルＡ  □ レベル Ｂ  □ レベルＣ 

（                             ） 

言語②、レベル 

検定等のスコア 

（         語）   □ レベルＡ  □ レベル Ｂ  □ レベルＣ 

（                             ） 

言語③、レベル 

検定等のスコア 

（         語）   □ レベルＡ  □ レベル Ｂ  □ レベルＣ 

（                             ） 

※語学のレベルの目安 Ａ：専門的な内容を逐次通訳 Ｂ：一般的な内容を逐次通訳 
           Ｃ：ネイティブの話を理解し日常生活に不自由なく会話ができる 

４．通訳・翻訳などのご経験 

日本国籍の方 
渡航、駐在等の海外在住歴   渡航先（     ）、年数（   ）年 

渡航、駐在等の海外在住歴   渡航先（     ）、年数（   ）年 

外 国 籍 の 方 
在日歴（   ）年 

日本語検定等のスコア □ Ｎ１、□ Ｎ２、□ Ｎ３、□ スコアはないがＮ  レベル 

通 訳 の 経 験 

役所（□市町村、□警察、□検察、□裁判所、□入管、□その他（       ） 

教育機関（□幼稚園、□保育園、□小中学校、□その他（           ） 

□観光、□企業・工場、□医療、□商談・会議、□映像・映画、□オンライン 

通訳の特記（                               ） 

翻 訳 の 経 験 

□あり、□なし 

□役所関係書類、□観光パンフレット類、□企業・会社書類、□出版・書籍類 

□医療関係書類、□翻訳の特記（                      ） 

※通訳・翻訳の特記欄は、これまでのご経験をご記入ください。 

 例：通訳「○○国の企業で、商談取引に従事」、翻訳「○○国の企業で社内マニュアル作成」 

５．災害時のボランティア通訳 災害時は有償 or 無償 

災害多言語支援センター 
□防災訓練等に参加         □防災訓練等には参加しません 

□災害時の多言語支援センターに参加 □災害時には参加しません 

※地震、台風、大規模火災などの自然災害時に避難所に避難される外国籍の方で、日本語の案内（通知、掲示、放送

など）が分からない方も多くおられます。 

 そのために長野県では、平成 26 年（2014）から 「災害多言語支援センター」の設置・運営訓練に取り組んでいま   

す。このような訓練や、実際の有事の際のボランティア通訳の可否についてお尋ねします。 

 なお通訳は、基本的に通訳者のご自宅と避難所とをＺＯＯＭなどで結ぶオンライン通訳のみを想定しています。 


